
1 

令和５年度・第１1 回農業委員会総会議事録  

 

開 催 日  令和６年２月２６日（月）  １３：００～１４：５０  

開催場所   樋脇公民館  第 1～第３会議室  

出席委員（１８名）  

議席

番号  
委員名  

議席

番号  
委員名  

議席

番号  
委員名  

１  中原  良治  ２  谷山  信  ３  藥師寺  しげ子  

４  新屋  純子  ５  牧田  信一  ６  小城  義己  

７  木場  祐二郎  ８  中島  弘和  ９  下茂  正憲  

１０  木下  博英  １１  乙須  紀文  １２  有馬  康夫  

１３  永留  智史  １４  山路  一浩  １５  西  裕一郎  

１６  小園  光男  １７  礒道  博和  １８  梶原  拓二  

１９  府  生次      

欠   員  (０名 ) 

欠席委員（１名）  

遅刻委員（０名）  

出席推進委員（２１名）  

議席

番号  
委員名  

議席

番号  
委員名  

議席

番号  
委員名  

２１  山下  武徳  ２２  福壽  久雄  ２３  濵田  義博  

２４  春田  実  ２５  上小川  文男  ２６  大田  実角  

２７  鶴屋  賢了  ２８  廣庭  吉辰  ２９  中川  大樹  

３０  馬渡  義文  ３１  田中  浩徳  ３２  竹田  栄次  

３３  永吉  康之  ３４  徳永  正幸  ３５  徳永  功  

３６  鬼塚  幸男  ３７  豊田  孝之  ３８  古川  梓  

３９  髙木  成寛  ４０  早﨑  麻美子  ４１  辻󠄀  孝一郎  

欠席推進委員（０名）  

事務局出席者  平局長・西局長代理・杉安主幹・梶原主幹・長沼Ｇ員・  

中城Ｇ員・冨士代職員  

 

薩摩川内市農業委員会会議規則第１４条の規定によって、ここに署名する。 

 

議長（農業委員会会長）                       ㊞  

 

議事録署名者         ２番                 ㊞  

 

             １７番                 ㊞  

 

議事録作成者      局長代理               ㊞  
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令和５年度  第１１回農業委員会総会議事録  

 

議事日程「諸般の報告」  

 

５  報  告  

報告第３２号  農地形質変更届の専決処分について  

報告第３３号  農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知の専決

処分について  

報告第３４号  非農地証明発行の専決処分について  

報告第３５号  農地転用事実証明願の専決処分について  

６  議  事  

議案第１１２号  農業振興地域の整備に関する法律による農用地利用計

画一部変更（編入）の意見決定について  

  議案第１１３号  農地転用事業計画変更申請（承継なし）承認について（知

事処分）  

議案第１１４号  農地法第４条の規定による農地等の転用許可申請承認

について（知事処分）  

議案第１１５号  農地法第５条の規定による農地等の所有権移転・売許可

申請承認について（知事処分）  

議案第１１６号  農地法第５条の規定による農地等の賃借権設定許可申

請承認について（知事処分）  

議案第１１７号  非農地証明願承認について  

議案第１１８号  農地法第３条の規定による農地等の所有権移転・売許可

申請承認について  

議案第１１９号  農地法第３条の規定による農地等の所有権移転・贈許可

申請承認について  

議案第１２０号  農地法第３条の規定による農地等の所有権移転・交許可

申請承認について  

議案第１２１号  農用地利用集積計画案 （利用権設定）の意見決定につい       

        て  

議案第１２２号  農用地利用集積計画案（農地中間管理権設定）の意見決

定について  

７  その他  

⑴   現地調査及び総会の日程等について  

⑵   その他  
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【開始１３：００】  

 

会   長    皆 様 、 こ ん に ち は 。 一 週 間 ぶ り の 天 気 が い い 日 で 、           

農業委員の方達はこの天気を待っていたでしょうけど、総会に

ご出席くださいましてありがとうございます。  

        今年も早いもので２か月が過ぎようとしています。  

        まだまだ忙しい時期が続きますが体には十分気を付けて、農

作業に専念していただきたいと思います。  

２月の私の予定につきまして報告いたします。  

２月１日、２日に令和５年度北薩地区連絡協議会先進地研修

が４年ぶりに開催され出席いたしました。  

長崎県雲仙市、熊本県天草市で開催され、市町村の会長、事

務局職員が出席いたしました。  

そして、２月５日に常設審議委員会がマリンパレスかごし

まで開催され、４条が６件、５条が２８件、薩摩川内市は５

条が３件ございました。  

そして、２月６日に令和５年度農地利用最適化推進会議に

関する意見書の市長提出を会長、両会長代理、事務局職員で

提出いたしました。  

まだまだ色々な行事がありますので、都合をつけてご出席

くださいますようよろしくお願いいたします。  

本日はよろしくお願いいたします。  

簡単ですが私の挨拶とさせていただきます。  

 

議   長   ただ今から、第１１回薩摩川内市農業委員会総会を開催いた

します。局長に委員の出席状況を報告させます。  

 

局   長   委員の出席状況について、報告いたします。  

定数１９名、現在員数１９名、出席委員１８名、欠席委員は１名で  

１５番：西裕一郎委員であり、欠席届が提出されております。  

なお、本日出席の農地利用最適化推進委員は２１名で、２６番：  

大田実角委員より、少し遅れるとの連絡がありました。  

以上で報告を終わります。  

 

議   長   お聞きのとおり、本会は農業委員等に関する法律第 ２７条第

３項の規定により、出席委員は過半数に達しているため有効

に成立いたしました。それでは本日の総会を、会次第により

進めて参ります。  

まず、主要事務処理経過報告について、事務局の説明をお
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願いします。  

 

局長代理  主要事務処理経過報告について説明いたします。  

総会資料の１ページをご覧ください。  

２月１日から２日にかけて令和５年度北薩地区連絡協議会先進地

研  

修が長崎県雲仙市、熊本県天草市で開催され、会長、事務局職員が  

出席されております。  

５日に常設審議委員会がマリンパレスかごしまで開催され、会長、

事  

務局職員が出席されております。  

８日と９日が定例の現地調査です。  

１４日に土地開発公社理事会が本庁舎６０２会議室で開催され、下

茂会長代理が出席されております。  

同日、女性活躍推進協議会がＳＳプラザで開催され、藥師寺委員が

出席されております。  

同日、第５回立地適正化計画策定委員会が本庁舎１０１会議室で

開催され、上小川委員が出席されております。  

１５日に第１０回運営委員会が本庁舎５０２会議室で開催しておりま

す。  

そして、本日第１１回農業委員会総会が樋脇公民館で開催となって

います。  

以上、説明を終わります。  

 

議   長   １４日開催の土地開発公社理事会について、下茂代理より報告を

お願いいたします。  

 

下茂代理   ９番の下茂が令和６年第一回理事会の報告をいたします。  

      只今報告がありましたとおり、２月１４日１０時半より本庁６０  

２・６０３の会議室で行われました。  

      主要事項の報告につきましては、用地開発事業の計画について、 

川内地区の方は京セラの場所は御存じだと思いますが、京セラから  

アリーナに向かい上がって行きますと、約１．５ｋｍ先の右側に畑  

等がありました。そこを開発公社が購入するという事で、面積が  

１１，８６６㎡で駐車場を作るという事です。    

今年度中に作りたいということでした。  

       それから、以前京セラの内容について報告いたしましたが、令和  

６年１月の写真が出来ています。京セラの工場が矢立地区に立ち上  

がるのですが、こちらのほうも写真がありますのでご覧になりたい  
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方は総会終了後、私のほうに申し出てください。  

       それから、パークにつきましても区画整備がほぼ終わってきてい  

ますので分譲が始まるということでした。  

      以上、開発公社の説明を終わります。  

 

議   長   同じく１４日開催の女性活躍推進協議会について、藥師寺委員よ

り報告をお願いいたします。  

 

藥師寺委員   はい。３番  藥師寺が２月１４日開催の女性活躍推進協議会に

出席しましたので報告いたします。  

女性活躍推進協議会とは女性の職業生活における活躍の推進  

に介する取り組みが官身一体となって効果的・円滑に実施するた

めに設置されています。  

協議委員は薩摩川内市市長はじめ２６名で構成されています。 

多様な人材の確保や男女共に働き甲斐やモチベーションを多  

男女とも高めた働き方を目指した多様な働き方を可能とする環

境整備など、女性の活躍推進に積極的に取り組んでいる市内企業

を薩摩川内市女性活躍推進企業として認定・表彰する事業として

います。  

女性活躍推進認定企業が平成２９年度から令和５年度まで２  

１社になり、第一生命保険鹿児島支店  川内営業所と入来町  株  

式会社  田島組の女性が継続して就業できる環境設備について  

女性の積極的な雇用、キャリアアップの推進について、男女とも  

に働きやすい職場を実現するための取り組み内容についての報  

告がありました。  

２社共に男女共に働きやすい職場になるように取り組まれて  

いると思いました。  

以上です。  

 

議   長   同じく１４日開催の第５回立地適正化計画策定委員会について、

上小川委員より報告をお願いいたします。  

 

上小川委員   ２５番  上小川が報告します。  

       第１回目が令和４年１１月から２月１４日までということで  

５回にわたりまして防災指針という感じで協議がなされました。 

       私が農業委員会からという事で参加させていただきました。   

昨年１１月の１か月間パブリックコメントを実施しまして、３  

件ほどの一般の意見がなされました。  

２月で会議は終了いたしまして３月に結果報告という事で話  
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がまとまったところです。  

       以上です。  

 

議   長   それでは、只今の報告につきまして、皆様方から何か御質疑ござ

いませんか。  

 

委   員           （なしの声あり）  

 

議   長   「なし」ということですので、主要事務処理経過報告を終ります。  

次は、議事録署名者の選任ですが、こちらの方で指名してよろ

しいでしょうか。  

 

委   員            （はいの声あり）   

 

議     長   ご異議ございませんので、  

１７番：磯道  博和（いそみち  ひろかず）委員              

２番：谷山  隆信（たにやま  たかのぶ）委員にお願いいた

します。  

それでは、さっそく、会次第５の報告に入らせていただきま  

す。  

まず、報告第３２号「農地形質変更届の専決処分について」  

は、議案第１１８号受理番号１４４番及び議案第１１８号受理  

番号１４５番と同時申請のため、最後に報告することといたし  

ます。  

次に、報告第３３号「農地法第１８条第６項の規定による合  

意解約通知の専決処分について」を議題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

局長代理   報告第３ ３号を説明いたします。資料は３ページから ５ページをご

覧ください。  

今月の合意解約は受理番号７ ２番から８ ０番までの９件です。登記

地目  田１９筆 11,705 ㎡、畑１筆 1,846 ㎡  合計２０筆 13,551 ㎡の合

意解約通知がありました。  

このうち、農地流動化促進事業補助金の返納は受理番号７３番から  

７６番、７８番から８０番です。  

薩摩川内市農業委員会規則第５条第１項第３号の規定に基づき、

処理いたしましたので報告いたします。  

以上で、報告第３３号に係る説明を終ります。  
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議   長   ただ今、事務局より報告第３３号の説明が終わりました。これ

につきまして、何か御質疑、御意見はございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   質疑がありませんので、報告第３３号を終ります。  

次は報告第３４号「非農地証明発行の専決処分について」を議

題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

局長代理   報告第３ ４号を説明いたします。資料は６ページから ８ページをご

覧ください。  

今月の証明発行願いは、受理番号９５番から１０ ３番までの９件で、

登記地目  田５筆 2,485 ㎡、畑１２筆 5,553 ㎡、合計１７筆 8,038 ㎡の

証明発行願が提出されました。  

非農地の議決内容につきましては、備考欄の議決日、議決番号を

それぞれご参照ください。  

何れも農地法第２条第１項に規定する農地では無いことを証明する

非農地判断議決済みであり、申請には妥当性があると認められること

から、薩摩川内市農業委員会非農地証明書の発行基準５の規定によ

り処理いたしましたので報告いたします。  

以上で、報告第３４号に係る説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局より報告第３４号の説明が終わりました。これ

につきまして、御質疑、御意見はございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   質疑がありませんので、報告第３４号を終ります。  

次に、報告第３５号「農地転用事実証明願の専決処分について」

を議題といたします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

 

局長代理   報告第３５号を説明いたします。資料は８ページをご覧ください。  

今月は、受理番号１４番、１５番の２件で、登記地目田１筆 1,197 ㎡  

畑１筆 341 ㎡  合計 2 筆  1,538 ㎡の農地転用事実証明願が提出され

ました。薩摩川内市農業委員会規則第５条第１項第４号の規定に基

づき、会長が専決処分を行いましたので報告いたします。  
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許可年月日、転用目的については、それぞれご参照ください。  

いずれも、転用目的どおり実行されていますが、現在まで不動産登

記法に係る地目の変更登記がされておらず、今般地目の変更登記に

必要な転用許可証を紛失されており 、当該証明願いが提出されたも

のです。  

なお、現地確認については、受理番号１４番を小城委員が調査され、

受理番号 15 番は山路委員が調査され、転用目的どおり利用されてい

ることを確認していただきました。  

以上で、報告第３５号に係る説明を終わります。  

 

議   長   ただ今、事務局より報告第３５号の説明が終わりました。これ

につきまして、御質疑、御意見はございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   質疑がありませんので、報告第３５号を終ります。  

次に、議案第１１２号「農業振興地域の整備に関する法律に  

よる農用地利用計画一部変更（編入）の意見決定について」  

を議題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１２号を説明いたします。資料は９ページから１２ペ

ージをご覧ください。位置図・調査表につきましては、備考欄を

ご参照ください。  

       今月の申請は、受理番号１番の１件ですが、登記地目  田 49 筆  

53,694 ㎡の申請がありました。  

今般市長部局である農林水産部  農業政策課から「農業振興地域

の整備に関する法律施行規則第３条の２」の規定に基づき祁答院

町上手地域の農振農用地への編入に係る意見を求められたもので

す。    

申請地の周辺農地は、中山間地域直接支払制度に取り組まれて

おり、申請地を同制度の対象農地とするもので、集団的且つ、効

率的な農業振興を図るための農振農用地へ編入です。  

一部、農振農用地へ編入するものの、中山間地域直接支払制度

の対象地としない農地も含まれていますが、鳥獣害対策等の農地

を維持管理するため、管理農地にするとのことです。また、耕作

可能となった時点で同支払制度に加えることにするとのことです。

６０１８番１、６１９２番１、６３９２番１の３筆が農振への編

入のみとなります。  
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なお、農業振興地域の整備に関する法律第６条第２項に規定す  

る農振農用地の編入要件には抵触しないため、提案いたしました。 

       以上で議案第１１２号に係る説明を終わります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

谷山委員    １番を報告いたします。  

     去る２月８日、牧田委員と事務局  梶原・中城職員と現地調査  

を実施しましたので、報告します。  

位置図４から６ページ、調査表２ページをご覧ください。  

台帳登記地目は、現況ともに田です。  

申請地の状況は、近隣に農振農用地の田が広がり、現在水稲作  

付けされている集団性のある農地や山間部で耕作されている農地  

でした。  

先程事務局から説明がありましたとおり、今回の申請地は、主

に中山間地域等直接支払交付金制度にかかる集落協定内の農用

地とするため、農業振興地域内の農用地区域へ編入しようとする

ものです。  

また、事務局からの説明のとおり、中山間地域等直接支払制度

の対象地としない農地もありましたが、山間部に近くであり、鳥

獣害対策の管理が必要な農地であることを調査時点で確認しま

した。周辺農地の維持管理のため、草刈り等を実施し、今後、耕

作できるように管理していくとの意向を確認しました。  

なお、当該農地は、土地改良事業に係る基盤整備事業は施行さ

れてはいませんが、今般の編入により、効率的な農業振興が図ら

れることとなるため、問題ないものと思われます。  

以上のような理由により、農用地利用計画一部変更「編入」は

妥当であると思います。  

以上報告を終わります。  

     

議   長  ただ今、調査員の報告が終りました。  

質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員     （なしの声あり）  

議   長   ないようですので、採決いたします。  

議案第１１２号につきまして、原案のとおり許可相当と意見決

定する事に、賛成の方の挙手を求めます。  
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全  委  員         （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１１２号は、原案のとおり承認さ

れましたので、農用地に編入するための意見を付して薩摩川内市長

に書類を送達することに決定いたします。  

つづいて、議案第１１３号「農地転用事業計画変更申請（承継な  

し）の意見決定について」は、他の議案との関係上、最後に審議す  

ることといたします。  

次に、議案第１１４号「農地法第４条の規定による農地等の転用

許可申請承認について」を議題とします。  

なお、受理番号１７番については、他の議案との関係上、最後に

審議いたします。受理番号１８番について、事務局の内容説明を  

お願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１ ４号を説明いたします。資料は１ ６ページから１ ７ページ

をご覧ください。農地判定の根拠及び位置図・調査表につきましては、

備考欄をご覧ください。  

今月の申請は、受理番号１ ７番、１８番の２件で、登記地目  田１筆  

９ ６２㎡  その他１７筆２，９ ５ ２． ０ ６㎡  合計１８筆３，９ １ ４． ０ ６㎡の申

請がありました。  

１８番を説明します。共同住宅及び駐車場を整備されるものです。  

以上１件、申請内容を転用許可法令一般基準、各項による書類審

査及び現地調査を行い提案いたしました。  

以上で議案第１１４号１８番に係る説明を終わります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。  

ここで、申請地を事前に現地調査を行っていますので、調査員

の報告をお願いします。  

なお、１８番の報告をお願いします。  

 

下茂代理   ９番  下茂が１８番を報告いたします。  

   去る２月９日  竹田委員と事務局  中城・泉職員と現地調査を実施  

しましたので、報告します。  

位置図７ページ、調査表４ページをご覧ください。  

申請地の現況は田で昨年まで耕作されておりました。  

申請書に添付されております被害防除計画書には妥当性があり、 

現地調査の内容は、調査票に記載してあるとおりです。  

以上のようなことから１８番の申請は、農地法関係法令には抵触  

せず許可相当と判断しました。  
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以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

質疑に入ります。御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案第１１４号  受理番号１８番については、原案のとおり許

可相当と意見決定することに賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員           （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１１４号  受理番号１８番につい

ては、原案のとおり承認されましたので、許可意見を付して鹿児

島県知事に書類を進達することに決定いたします。  

次は、議案第１１５号「農地法第５条の規定による農地等の所

有権移転・売許可申請承認について」を議題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１ ５号を説明いたします。資料は１ ８ページをご覧ください。

農地判定の根拠及び位置図 ・調査表につきましては、備考欄をご参

照ください。  

今月の申請は、受理番号１３ １番から１ ３ ３番までの３件で、登記地

目  田３筆１，４１３㎡の申請がありました。  

内容について説明いたします。  

１ ３ １番は、車輌等置場の目的で申請されるものです。一部施工済

のため、始末書が添付されています。  

１ ３ ２番、 １ ３ ３番は、一般住宅の目的で申請されます。また、仮換

地実測は、ともに 241.83 ㎡となります。  

以上３件、申請内容を転用許可法令一般基準、各項による書類審

査及び現地調査を行い提案いたしました。  

以上で議案第１１５号に係る説明を終わります。  

 

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、事前に申請地の

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

       

木下委員   １０番、木下が１３１番を報告いたします。  
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２月９日、永吉推進委員と事務局  西職員と現地調査を実施しま  

     したので、報告します。  

位置図８ページ、調査票５ページをご覧ください。  

申請地の現況は、雑種地で耕作されていませんでした。すでに埋  

め立てられており始末書添付となっております。  

転用目的は、車両等置場を整備するものであり、周辺の農地に支  

障がないと認められ、問題ないものと考えます。  

申請書に添付してあります被害防除計画書には妥当性があり、現  

地調査の内容は、調査票に記載してあるとおりです。  

以上のことから、申請は農地法関係法令には抵触せず許可相当と  

判断しました。  

以上です。  

 

小城委員   ６番  小城が１３２番と１３３番をまとめて報告いたします。  

      ２月９日、田中推進委員と事務局  梶原・長沼職員と現地調査を  

     実施しましたので、報告します。  

１３２番は、位置図９ページ、調査票６ページをご覧ください。 

１３３番は、位置図９ページ、調査票７ページをご覧ください。 

両方とも一つの土地を二つに分割して申請しております。  

申請地の現況は、竹で耕作されていませんでした。  

申請書に添付してあります被害防除計画書には妥当性があり、現  

地調査の内容は、調査票に記載してあるとおりです。  

以上のことから、申請は農地法関係法令には抵触せず許可相当と  

判断しました。  

以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

質疑に入ります。御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案第１１５号については、原案のとおり許可相当と意見決定

することに賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員         （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１１５号は、原案のとおり承認され

ましたので、許可意見を付して鹿児島県知事に書類を進達すること
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に決定いたします。  

次に、議案第１１６号「農地法第５条の規定による農地等の賃借

権設定許可申請承認について」を議題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１ ６号を説明いたします。資料は１ ９ページから２ ０ページ

をご覧ください。農地判定の根拠及び位置図・調査表につきましては、

備考欄をご参照ください。  

今月の申請は、受理番号１ ３ ４番から１ ３ ６番までの３件で、登記地

目  田３筆２，１ １ ２㎡、畑１筆５９１㎡  合計４筆２，７０ ３㎡の申請があ

りました。  

内容といたしましては、１３ ４番及び１３５番は、申請地を借り受けて、

太陽光発電施設の目的でそれぞれ申請するものです。なお、１ ３ ５番

は、７２ ７ ０番１  宅地  外 1 筆  １ ， ０ ７ ６． ８ ６㎡と一体利用で総面積

は、  

１，６ ６７． ８６㎡となります。  

１ ３ ６番は、医療法人が申請地を借り受け、駐車場と整備するため

申請するものです。  

以上３件、申請内容を転用許可法令一般基準、各項による書類審

査及び現地調査を行い提案いたしました。  

以上で議案第１１６号に係る説明を終わります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

山路委員    １４番、山路が１３４番から１３５番を報告いたします。  

２月８日、馬渡推進委員と事務局  長沼職員と現地調査を実施

しましたので、報告します。  

１３４番は、位置図１０ページ、調査表８ページをご覧くださ

い。申請地の現況は、田で保全管理されていました。太陽光発電

施設の目的で申請されるものです。  

１３５番は、位置図１１ページ、調査表９ページをご覧くださ

い。申請地の現況は、畑で耕作されていませんでした。太陽光発

電施設の目的で申請されるものです。  

それぞれ、申請書に添付してあります被害防除計画書には妥当  

性があり、現地調査の内容は、調査票に記載してあるとおりです。  

       以上のことから、申請は、農地法関係法令には抵触せず許可相  

当と判断しました。  

以上です。  
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小城委員   ６番、小城が１３６番を報告いたします。  

調査日、調査員は先程と同じです。  

位置図１２ページ、調査表１０ページをご覧ください。  

申請地の現況は、田で耕作されていました。  

申請の被害防除計画書には妥当性があり、現地調査の内容は、

調査票に記載してあるとおりです。  

        以上のことから、申請は、妥当性があり問題がないと判断しま

した。  

        以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

質疑に入ります。御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、採決いたします。  

議案第１１６号については、原案のとおり許可相当と意見決定

することに賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員            （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１１６号は原案のとおり承認され

ましたので、許可意見を付して鹿児島県知事に書類を進達するこ

とに決定いたします。  

次は、議案第１１７号「非農地証明願承認について」を議題  

とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１ ７号を説明いたします。資料は２ １ページから２ ２ページ

をご覧ください。位置図・調査表につきましては、備考欄をご参照くだ

さい。  

今月の申請は、２４番から２６番の３件で、登記地目  田６筆１，５２３

㎡  畑２筆  １， ２ ７ ８㎡、合計８筆２，８ ０１㎡の非農地証明願が申請さ

れました。  

内容といたしましては、２ ４番から２ ６番それぞれ、平成１６年頃から

耕作しておらず、原野・山林化の状態となったものです。  

今般、それぞれ、原野及び山林へ地目変更するための申請です。  

従って、非農地証明書を添えて法務局において、地目の変更申請
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手続きによる登記官の現況判断で、農地以外の登記簿の地目変更が

可能となるため、農地法第２条第１項に規定する農地では無いことを

証明する当該証明願いが提出されたことにより、提案いたしました。  

以上で、議案第１１７号に係る説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、事前に申請地の

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

小城委員  ６番  小城が、２４番～２６番を報告します。  

２月９日、田中推進委員と事務局梶原、長沼職員と現地調査を  

実施しましたので報告します。  

２４番は、位置図１３ページ、調査表１１ページをご覧くださ  

い。申請地は、平成１６年頃から耕作しておらず、現地調査で確  

認し、原野化しておりました。  

２５番は、位置図１４ページ、調査表１２ページをご覧くださ  

い。申請地は、平成１６年頃から耕作しておらず、現地調査で確  

認し、原野化しておりました。  

２６番は、位置図１５ページ、調査表１３ページをご覧ください。 

申請地は、平成１６年の相続する以前から耕作しておらず、現地

調査で確認し、山林化しておりました。  

周辺農地等への影響もないことから、本市非農地証明書の発行

基準を満たしており、証明書を発行すべきと考えます。  

以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

 質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、採決いたします。  

議案第１１７号については、原案のとおり処分決定することに

賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員          （挙  手）   

 

議   長   賛成全員であります。議案第１１７号は原案どおり決定されま

した。  

次は、議案第１１８号「農地法第３条の規定による農地等の所

有権移転・売許可申請承認について」を議題とします。  
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但し、受理番号１４４番と１４５番は他の議案との関係上最後

に審議することといたします。  

それでは、受理番号１４４番と１４５番を除く受理番号１４６

番から１５３番について審議することといたます。  

なお、農業委員会等に関する法律第３１条に「議事参与の制限

に関する議案は受理番号１４７番です。  

まず、議事参与を除く案件について審議いたします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１ ８号を説明いたします。資料は２ ３ページから２ ４ページ

をご覧ください。位置図・調査表につきましては、備考欄をご参照くだ

さい。  

今月の申請は、受理番号１４ ４番から１ ５ ３番の１ ０件で、田１ ２筆９，

９２ ８㎡、畑１１筆６，７ １２㎡、その他３筆９４６㎡、合計２６筆１７， ５８ ６

㎡の申請がありました。  

受理番号１４ ４番及び１４ ５番、議事参与案件の受理番号１４ ７番を

除く案件から説明します。  

申請理由は、譲受人の 「営農開始 」 「規模拡大 」 、譲渡人の 「労力

不足」等により、それぞれ売買されるものです。  

１５３番は、新規営農ですので、営農計画書が添付されています。  

申請内容を農地法第３条第２項各号に規定する、農地の取得要件

について審査いたしました結果、機械力・労働力・技術力に係る全部

効率要件、及び農作業従事日数、集団化、効率的且つ、総合的な利

用に係る、地域調和要件の何れにも抵触しないと認められます。  

従いまして、何れの申請地も農地以外の目的で売買されるもので

はありません。  

以上のようなことから 、申請は許可要件の全てを満たしていると判

断し提案いたしました。  

以上で、議案第１１８号受理番号１４４番、１４ ５番１４７番を除く案件

について説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に  

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

下茂代理  ９番、下茂が１４６番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです。  

位置図１６ページ、調査表１６ページをご覧ください。  

２０２４番１と２０３４番１は隣接しておりましたので併用し  

て使うという事でした。  
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申請地の現況は田及び畑で耕作されておりました。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり、野菜を栽培  

      予定で経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問  

題はなく、申請は許可相当と考えます。  

以上です。  

 

木下委員  １４８番から１４９番を報告いたします。  

     調査日・調査員は先ほどのとおりです  

１４８番は、位置図１８ページ、調査表１８ページをご覧くだ

さい。申請地の現況は、畑で耕作されていました。権利取得後は、

野菜を栽培予定です。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり、経営意欲も  

高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題はなく、申請は  

許可相当と考えます。  

続きまして、１４９番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図１９ページ、調査表１９ページをご覧ください。  

申請地の現況は、３００４番１と３０１３番１は畑で耕作されて  

いました。  

３００６番３と３０１１番は自己保全管理されておりました。  

権利取得後は、野菜を栽培予定です。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり、経営意欲も高  

く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題はなく、申請は許可  

相当と考えます。  

以上です。  

 

山路委員     １４番、山路が１５０番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図  ２０ページ、調査表  ２２ページをご覧ください。  

申請地の現況は、畑で耕作されていませんでした。  

権利取得後は、お茶を栽培予定です。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり、経営意欲も  

高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題はなく、申請は  

許可相当と考えます。以上です。  

 

中島委員     ８番、中島が１５１番を報告いたします。  

       ２月８日に豊田推進委員と事務局  杉安職員と現地調査を実

施しましたので報告いたします。  

位置図  ２１ページ、調査表  ２１ページをご覧ください。  
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申請地の現況は、保全管理の状況でした。  

今後、桃等の果樹を栽培予定です。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり、経営意欲も高

く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題はなく、申請は許

可相当と考えます。  

以上です。  

 

新屋委員    ４番、新屋が１５２番を報告いたします。  

２月８日  古川委員  事務局  西職員と現地調査を実施いた  

しました。  

位置図  ２２ページ、調査表  ２２ページをご覧ください。  

申請地の現況は、田で耕作されています。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得で米を栽培予定です。

経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題は  

なく、申請は許可相当と考えます。  

以上です。  

 

礒道委員    １７番、礒道が１５３番を報告いたします。  

２月７日に廣庭推進委員、甑󠄀島振興局  崎山・巡田職員と現地  

調査を実施しましたので報告いたします。  

位置図  ２３ページ、調査表  ２３ページをご覧ください。  

申請地の現況は、田と畑で、田１８２２番３、畑２３９０番２、  

２４３番２、２４４番２は現在も耕作されています。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得で野菜を栽培予定で  

す。経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題  

はなく、申請は許可相当と考えます。  

以上です。  

 

議   長    ただ今、調査員の報告が終りました。  

 質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案１１８号受理番号１４４番、１４５番、１４７番を除く受

理番号１４６番、１４８番から１５３番につきまして、原案のと

おり意見決定することに賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員           （挙  手）  
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議   長   賛成全員であります。議案第１１８号受理番号１４４番、  

１４５番、１４７番を除く受理番号１４６番、１４８番から１５

３番は原案のとおり許可することに決定いたします。  

議案第１１８号、受理番号１４７番に係る議事参与案件につい  

て審議に入ります。  

下茂委員は農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制  

限」を受けますので、退席をお願いします。  

 

下茂代理           （退席・退室）  

  

議   長    議案第１１８号、受理番号１４７番につきまして、事務局の内

容説明をお願いします。  

 

梶原Ｇ長   農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」を受ける議

案第１１ ８受理番号１ ４ ７番に譲受人が、当委員会農業委員の下茂委

員本人ですので、内容を説明いたします。資料は２ ３ページをご覧く

ださい。  

申請内容を農地法第３条第２項各号に規定する、農地の取得要件

について審査いたしました結果、機械力・労働力・技術力に係る全部

効率要件、及び農作業従事日数、集団化、効率的且つ、総合的な利

用に係る、地域調和要件の何れにも抵触しないと認められます。  

従いまして、何れの申請地も農地以外の目的で売買されるもので

はありません。  

以上のようなことから 、申請は許可要件の全てを満たしていると判

断し提案いたしました。  

以上で、議案第１１８号  受理番号１４７番の説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

木下委員   １０番、木下が１４７番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図１７ページ、調査表１７ページをご覧ください。  

申請地の現況は、田で耕作されていました。  

権利取得後は、水稲を栽培予定です。  

権利取得者は、相手方要望による規模拡大のための権利取得であ  

り、経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題は  

なく、申請は許可相当と考えます。  
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以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

質疑に入ります。御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   質疑に入ります。御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員          （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、採決いたします。  

議案第１１８号受理番号１４７番に係る議事参与案件は、原案

のとおり意見決定することに賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員           （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１１８号受理番号１４７番に係る

議事参与案件は原案のとおり意見決定いたします。  

下茂委員の入室をお願いします。  

 

下茂委員           （入室・着席）  

 

議   長   次は、議案第１１９号「農地法第３条の規定による農地等の所有  

権移転・贈許可申請承認について」を議題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第１１ ９号を説明いたします。資料は２ ６ページから２ ７ページ

をご覧ください。位置図・調査表につきましては備考欄をご参照くださ

い。  

今月の申請は、受理番号 １ ５ ４番か ら １ ５ ７ 番の ４件で 、登記地目  

田８筆６ ， ７ ７ ９㎡、畑４筆１， ８ ３ ４㎡、宅地１筆８２ １ ． ９ ９㎡、合計１３

筆  

９，４ ３４． ９９㎡の申請がありました。  

申請理由といたしましては、いずれも「兄弟間」 「知人間」等の贈与

によるものです。  

１ ５ ６番は、新規営農で営農計画書が添付されています。現在、山

口県に在住ですが、一部農作業を利用しながら、通作して耕作する

計画です。  
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申請内容を農地法第３条第２項各号に規定する、農地の取得要件

について審査いたしました結果、機械力・労働力・技術力に係る全部

効率要件及び農作業従事日数、集団化、効率的かつ総合的な利用

に係る地域調和要件の何れにも抵触しないと認められます。  

従いまして、いずれの申請地も農地以外の目的で贈与されるもの

ではありません。  

以上のようなことから、許可要件の全てを満たしていると判断し提案

いたしました。  

以上で、議案第１１９号に係る説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

下茂委員  ９番、下茂が１５４を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図２４ページ、調査表２４ページをご覧ください。  

申請地の現況は、畑で耕作されております。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり果樹を栽培予

定です。  

経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題は  

なく、それぞれの申請は許可相当と考えます。  

以上です。  

 

山路委員  １４番、山路が１５５番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図２５ページ、調査表２７ページをご覧ください。  

申請地の現況は、田・畑であり、一部耕作されていませんでし  

た。  

また、知人からの贈与であり、権利取得後は、水稲等を栽培す  

る予定です。  

権利取得者は、規模拡大のための権利取得であり、経営意欲も  

高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題はなく、それぞ  

れの申請は許可相当と考えます。  

以上です。  

 

中島委員  ８番、中島が１５６番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです。  

位置図２７ページ、調査表２６ページをご覧ください。  

申請地は５筆となり、９９７０番４が畑で、他の４筆は田で耕  
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作されておりました。  

兄弟間の贈与となります。譲渡人が施設に入所したため実家を  

引き継ぐために現在山口県に在中の譲渡人が後をうけて耕作する  

こととなりました。また規制の準備ができ次第帰郷する予定です  

が、それまでは 1 ヶ月に一回程度帰省して管理する予定です。  

     なお、贈与に係る権利書を営農計画書も添付されています。  

権利取得者は、経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件  

ともに問題はなく、それぞれの申請は許可相当と考えます。  

以上です。  

 

 

谷山委員  ２番、谷山が１５７番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図２８ページ、調査表２７ページをご覧ください。  

申請地の現況は、畑で耕作されていました。権利取得後は、飼

料作物等を栽培予定です。権利取得者は、知人からの贈与による

規模拡大のための権利取得であり、経営意欲も高く、全部効率要

件及び地域調和要件ともに問題はなく、申請は許可相当と考えま

す。以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

 質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案第１１９号については、原案のとおり処分決定することに

賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員          （挙  手）  

 

議   長  賛成全員であります。議案第１１９号は、原案のとおり許可す  

ることに決定いたします。  

次は、議案第１２０号「農地法第３条の規定による農地等の所

有権移転・交許可申請承認について」を議題とします。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原主幹   議案第 １ ２ ０号を説明いたします 。資料は ２ ８ページをご覧 くだ さ

い。  
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位置図・調査表につきましては備考欄をご参照ください。  

今月の申請は、受理番号１ ５ ８番、 １ ５ ９番の２件で、登記地目  畑

３筆１，２４ ７㎡の申請がありました。  

申請理由といたしましては、それぞれ、自作地相互の交換で、自宅

が近い農地を交換するものです。  

１５８番は、新規営農で営農計画書が添付されています。  

申請内容を農地法第３条第２項各号に規定する、農地の取得要件

について審査いたしました結果、機械力・労働力・技術力に係る全部

効率要件及び農作業従事日数、集団化、効率的かつ総合的な利用

に係る地域調和要件の何れにも抵触しないと認められます。  

従いまして、いずれの申請地も農地以外の目的で交換されるもの

ではありません。  

以上のようなことから、許可要件の全てを満たしていると判断し提案

いたしました。以上で、議案第１２０号に係る説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

下茂委員  ９番  下茂が１５８番から１５９番を報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

位置図２９ページ、調査表２８・２９ページをご覧ください。  

事務局から説明があったとおり譲渡理由が自作地相互の交換とい

う  

事で、どちらも畑で耕作をされておりました。  

経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件ともに問題は  

なく、それぞれの申請は許可相当と考えます。以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

 質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員       （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案第１２０号については、原案のとおり処分決定することに

賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員          （挙  手）  

 

議   長  賛成全員であります。議案第１２０号は、原案のとおり許可  
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     することに決定いたします。  

      次は、議案第１２１号「農用地利用集積計画案（利用権設定）の

意見決定について」、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項に基

づき市長部局より提出されましたので、当委員会の意見について審

議を求めるものであります。  

事務局の内容説明をお願いします。  

 

梶原Ｇ長   議案第１２ １号を説明いたします。資料は２ ９ページから３ ２ページ

をご覧ください。  

今月の申請は、田１９，５１ ８㎡、畑６８１㎡の申請がありました。  

利用権設定１３件中、認定農業者等に係わる分は３件です。  

申請内容を農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の規定に基づ

き審査いたしました結果、申請は許可要件の全てを満たしていると判

断し提案いたしました。  

以上で、説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。  

質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員        （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案第１２１号につきまして、原案のとおり意見決定すること

に賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員     （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１２１号について、原案のとおり

意見決定いたします。  

  原案のとおり意見決定されましたので薩摩川内市長へ許可意見

を付して書類送達することといたします。  

次は、議案第１２２号「農用地利用集積計画案（農地中間管理

権設定）の意見決定について」、農業経営基盤強化促進法第１８条

第１項に基づき市長部局より提出されましたので、当委員会の意

見について審議を求めるものでございます。  

なお、農業委員会等に関する法律第３１条に「議事参与の制限」

に関する議案は受理番号２０６番から２０８番です。  

まず、議事参与を除く案件について審議いたします。  

事務局の内容説明をお願いします。  
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梶原主幹   議案第１２ ２号を説明いたします。資料は３ ３ページから３ ９ページ

をご覧ください。  

今月の申請は、田４０ ，８ ２ ７㎡、畑３２， ６ ７ ３㎡、合計７３，５ ０ ０㎡

の申請がありました。  

管理権設定３２件中、認定農業者等に係る分は３１件です。  

議事参与案件を除く案件について説明いたします。  

議事参与案件を除く受理番号２０３番から２０５番及び２０９番から２

３ ４番については、申請内容を農地中間管理事業の推進に関する法

律第１８条第５項各号の規定に基づき農用地利用の配分計画を審査

いたしました結果、申請は許可要件の全てを満たしていると判断し提

案いたしました。  

以上で、説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。  

質疑に入ります。何か御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員     （なしの声あり ）  

 

議   長   ないようですので、一括して採決いたします。  

議案第１２２号受理番号２０６番から２０８番を除く、受理番

号２０３番から２０５番及び２０９番から２３４番につきまして、

原案のとおり意見決定することに賛成の方の挙手を求めます。  

 

全  委  員           （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１２２号受理番号２０６番から２

０８番を除く、受理番号２０３番から２０５番及び２０９番から２

３４番につきまして、原案のとおり意見決定されました。  

次に、議案第１２２号受理番号２０６番から２０８番に係る  

議事参与案件について審議に入ります。  

木場委員は農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制

限」を受けますので、退席をお願いします。  

 

木場委員           （退席・退室）  

  

議   長    議案第１２２号受理番号２０６番から２０８番につきまして、

事務局の内容説明をお願いします。  
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梶原主幹   農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」を受ける議

案第１ ２ ２号受理番号２ ０ ６番から２ ０ ８番に係る利用権の設定を受け

る者が、当委員会農業委員の木場委員の本人及びご子息ですので、

内容説明いたします。資料は３４ページをご覧ください。  

申請内容を農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項

各号の規定に基づき農用地利用の配分計画を審査いたしました結果、

申請は許可要件の全てを満たしていると判断し提案いたしました。  

以上で、説明を終ります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。  

質疑に入ります。御質疑ございませんか。  

 

委員・推進委員          （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、採決いたします。  

議案第１２２号受理番号２０６番から２０８番に係る議事参与

案件は、原案のとおり意見決定することに賛成の方の挙手を求め

ます。  

 

全  委  員           （挙  手）  

 

議   長   賛成全員であります。議案第１２２号受理番号２０６番から  

２０８番に係る議事参与案件は原案のとおり意見決定いたします。 

木場委員の入室をお願いします。  

 

木場委員           （入室・着席）  

 

議   長   それでは、議案第１２２号「農用地利用集積計画案（農地中間

管理権設定）の意見決定について」は、原案のとおり意見決定され

ましたので薩摩川内市長へ許可意見を付して書類送達することと

いたします。  

      それでは、審議を最後にまわしておりました報告第３２号「農地

形質変更届の専決処分について」、議案第１１３号「農地転用事業

計画変更申請（承継なし）の意見決定について」受理番号３番、議

案第１１４号「農地法第４条の規定による農地等の転用許可申請承

認について」受理番号１７番、議案第１１８号「農地法第３条の規

定による農地等の所有権移転・売許可申請承認について」受理番号

１４４番、１４５番につきまして、一括審議いたします。事務局の

内容説明をお願いします。  
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梶原主幹   関連がありますので、一括して説明いたします。総会資料と一緒に

送付しておりました資料１をお手元にご準備ください。  

          本件に関するこれまでの経緯を説明いたします。  

        令和４年８月３１日付で「駐車場  ８ ９台」の農地４筆、雑種地等３筆の

実  

測総面積３， ９ ３ ２ ． ０ ５㎡で申請があり 、 ９月総会を経て、令和４年１ １

月１５日付  指令農振第１００５－４３８号で許可されました。  

         その転用許可に際し、当時、県農村振興課から駐車場の台数等に

つい  

て、農業委員会の意見を求められ、隣接地で工場等の再編を行う企業

が  

常用的に駐車場が不足しており、駐車場の台数等の見込みにはある旨、

令和４年１ ０月２ ６日付会長名で意見提出した経緯もある土地になりま

す。  

         令和５年８月３１日に申請代理人から転用目的を「宅地分譲及び駐

車場」としたいとの相談を受け、事務局で現地を確認したところ、区画

や通路が整備されていることを確認いたしました。  

          事務局として、先の転用面積が３， ０ ０ ０㎡を超過していることもあ

り、許可権者である県との協議が必要であると判断し、県農村振興課

へ申請者及び申請代理人と令和５年９月６日に協議に行きました。  

          県から、許可を受けたからといって、転用目的を何も手続きせずに

行った行為は、農地転用許可違反に該当するため、しかるべき手続き

をとるようにとの指導を受けました。  

          事業変更する理由としては、駐車場としての採算が不可能となった

ため、宅地分譲に変更し、会社の経営の安定を図るものです。  

          転用目的が３，００ ０㎡を超過する件について、秋ごろに申請代理

人から「宅地分譲及び駐車場」として事業変更したいとのことで、平面

図をいただき、本市都市計画課を通じて、開発行為に該当するか、県

監察指導係に確認してもらったところ、開発行為の申請が必要である

との回答を受けておりましたが、令和５年１２月に転用目的「宅地分譲

及び駐車場」で事業計画変更等の申請が提出されたため、開発行為

に該当するか、県へ確認をお願いするよう依頼し、その時は、申請書

等については、申請代理人が持ち帰りました。  

           また、その書類の提出の際、地目が「雑種地」に変更されているこ

とを確認しました。  

          令和６年１月に、申請地の一部を農地に復元し、申請できるか県

へ確認したところ、可能である回答を受け、申請代理人へお伝えしま

した。  
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          申請代理人から令和６年１月３ １日付けで転用目的「宅地分譲及

び駐車場」 ・農地復元し、申請人の関連する法人への所有権移転、市

に寄付採納する土地とする事変等の申請があったとのことです。  

        添付の土地の全部事項証明書を確認したところ、 「宅地 」 、 「公衆用

道路」  

にと地目変更をしておりました。  

資料１をご覧ください。   

          関連する事業計画変更・ ４条申請ついては、市の土地利用協議・

水路へかける橋の変更の工事施工承認について、現在まで市関係課

へ提出等がなされていません。  

          関連する法令等の手続きが終わっておりませんが、事変及び４条

についての申請書類については、瑕疵は見受けられません。  

        先行した工事や地目変更について、申請者及び申請代理人から始

末書及び経緯書が提出されております。資料１に添付してありますの

でご確認いただければと思います。  

          また、関連する農地所有適格法人への３条申請及び形質変更に

ついては、事業計画変更で生じた農地復元する土地及び隣接の個人

から取得する農地にレモン栽培の目的で農地取得し、盛土して、田か

ら畑にする農地形質変更が提出されたものです。  

          以上で本件についての説明を終わります。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りました。ここで、申請地を事前に

現地調査を行っていますので、調査員の報告をお願いします。  

 

小城委員  ６番、小城が議案１１３号３番、議案１１４号１７番、議案１１

８号１４４番及び１４５番と関連する報告第３２号１８番につ  

いて報告いたします。  

調査日・調査員は先ほどのとおりです  

       まず、議案第１１３号３番について報告します。  

位置図１ページ、調査表３ページをご覧ください。  

事務局からの説明のとおり、申請地の現況は、宅地・公衆用道路・ 

雑種地及び畑と水路として、市へ寄付採納する土地として、土地の

合筆・分筆及び地目変更がされておりました。  

令和４年１１月１５日付で駐車場の目的から、駐車場が当初の計  

画どおりいかず、会社運営の観点から計画変更し、宅地分譲・通路  

へ整備・一部については農地復元する等の事業計画を変更するもの  

です。  

また、議案第１１４号１７番は、事業計画変更を受け、宅地及び  

公衆用道路の目的とした申請です。経緯については、先程事務局よ  
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り説明があったとおりであり、施工済のため、始末書が添付されて  

います。  

被害防除計画については、妥当性があるものと考えます。  

次に、議案第１１８号１４４番及び１４５番と関連する第３２号

１８番について、報告します。  

事業計画変更に伴う農地復元する土地及び隣接の新規取得する

農地については、系列会社の農地所有適格法人が、規模拡大のため

権利取得するものであり、権利取得後は、レモンを植栽予定です。 

   権利取得者は、経営意欲も高く、全部効率要件及び地域調和要件と

も問題ないものと判断しました。また、田から畑とするため、盛土

する形質変更届も提出されていますが、すでに造成されている状態

でした。  

調査報告は以上ですが、調査員として、許可相当と判断すること

は、今までの経緯等を踏まえ、事業計画の承認、転用及び３条許可

については、総会で意見決定が望ましいと判断しました。  

以上です。  

 

議   長   ただ今、調査員の報告が終りました。  

 質疑に入ります。本件について、一括して何か御質疑ございませ

んか。  

 

木下委員    １０番  木下です。  

       資料を前もっていただいておりましたので勉強をしてまいり  

ました。  

       今、梶原職員より農業委員会としての経緯をお伺いして日付な  

りや、いつどこでという時系列を聞けたのは良かったです。  

       しかし、資料１の始末書・経緯書というのがありますが、まず  

始末書についてですが、文章というのは、５Ｗ１Ｈなりという  

ことでいつ・どこで・誰がというのと内容の報告や提案をする  

のが本筋ではないのかと思います。  

この文章ではもう少し具体的な文書や資料を出してもらわな

いと、今の資料では不足部分があるのではないかと思います。 

        もう少し詳細が分かった方がいいと思います。  

        経緯書なのですが、農業委員会御中ということで和田事務所  

よりきていますが、社員の名前と行政書士の名前が記載されて  

いますが、ここは組織の長なる者の名前で作るのが本当ではな  

いのかと思います。  

 また、日付が平成４年となっていますが、これは令和４年の  

９月かと思います。  
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       あと、それぞれの日付が  昨年の何月頃となっていますが、  

令和何年と書いていただかないと分かりにくいのではと思い

ます。  

        これはあくまでも私が見せていただいた中で感じたことで、

農業委員会事務局は日付を把握しているのだから知恵を貸し

てあげればもっと良い書式が出来るのではないかと思います。 

         この書式で通っていくのであれば仕方ないと思いますが、も

う少し考えていけばいいと思います。  

         それからもう一つ、始末書のミクラファームクリエイトのと

ころですが、どこで・誰が出席して等、付け加えないと文書的

にまずいのではないかと思います。  

また、宅地分譲部分と農地部分に切り離したときのことで指

導を受けたのですから、この件に対して何かしらペナルティが     

今後発生するのか？それともこれで済んだものになるのか。  

       それと、過去にこのような事例があった場合の始末書・顛末  

書はどのようになっているのか、わかる範囲で教えてください。 

        以上です。  

  

事務局      まず、転用に係る始末書の取り扱いですが、始末書というの

は農地法を知らずに自分の土地に家を建てたり駐車場にした

りというように農地法を知らずにやってしまった場合、あとも

って申請する時につけていただくのが始末書という取り扱い

です。  

基本的には農地法を知らずにやってしまったというときに

つけるのが始末書です。それに基づいて転用の申請を出してい

ただいて転用許可をもらうということで始末書をつけており

ます。  

基本的には農地法を知らずにということが多いので今回の

事例とは若干違ってくるということです。  

なぜそういうのがあるかというと、農地法上の許可をもらわ

ないと名義変更や地目変更が法務局で認められないので、工事

自体は勝手にできますが、いざ名前をなおそうとしたときに名

前がなおらないという事が起こりえます。  

自分の土地を宅地に変えたくても、許可がありますかと法務

局で止められたときに初めて農地法の手続きが必要なのだと

気づく方が多くてそのようなときは始末書で対応ということ

になります。  

しかし、今回は申請代理人なので農地法を知らなかったとい

うのは通用しないと私どもは思っているところです。  



31 

それと今回の申請代理人の文章ですが、社員となっておりま

すが法人登記が社員という名前で登記されているのでそのよ

うに記載されております。事務所内に行政書士の方もいらっし

ゃるという事で連名の記載をされているという確認がとれて

おります。  

経緯書の日付については、平成４年は令和４年の間違いです

ので修正をさせていただきたいと思います。  

時系列の件は、どのような流れでこのような事態になったの

かというのを事務局からも再三お願いはしているのですが、な

かなか合わせた文章で作っていただけない現状です。最初の転

用許可から時系列になっていないのでわかりにくい文章にな

っていると思います。  

再度、先方には始末書・経緯書の変更・再提出をお願いした

いと思います。  

中身的に言うと、始末書では会社の存続があったので早めに

宅地分譲をして売りたいというのが大きな理由であると読  

み取れるのかと思っております。  

経緯書については、申請人から依頼をうけて不本意ではあっ

たが、そういう風にしてしまいましたようにしか私には読み取

れなかったです。  

説明になっていないと思いますが、そのように思っていると

ころです。  

あと、過去の例につきましては先程申し上げたとおり始末書

はありますが、今回のケースは初めてです。  

以上です。  

 

議   長  木下委員、よろしいですか。  

 

木下委員    もう一つ、先ほども申し上げたとおり、県のほうが協議会の申  

請を出して、そこにむけて宅地分譲部分と残地部分の指導を受け  

たという場合は何かしらのペナルティがあるのではないかと思い  

ます。その辺はどうなっていますか。  

 

事務局     開発行為につきましては、 3,000 ㎡以上の土地を宅地分譲等す  

      るためには、農地転用も必要ですが、県の開発行為の許可も受け  

ないといけない。  

      同時申請になります。県の許可が出た時に、転用許可も降りる  

仕組みになっております。 3000 ㎡を超えない方策を申請人は考え  

ている。  
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      2999.99 ㎡が今回の転用の申請面積ですので、3000 ㎡を超えてお  

りません。  

      駐車場として造成しておりますして、3000㎡を超えております。  

     県に確認したところ、農地への往来が出来ないように柵をして、農  

地部分と宅地部分を振り分けなさいとの指導を頂いております。  

      現状もそのように方策がしてあります。  

      開発行為に当たらないように、現場はそのようにして、申請書を  

作成してあります。  

      市の方へも土地利用協議を申請することで対応しております。  

 

木場委員   文書を包括的にみて、やったものが勝ちなのかというご意見しか  

とれません。  

      行政書士の方からも再三こうしましょうと指摘を受けながらも、 

全く聞き耳を持たない業者、それと、土地代が１，４００万円と造  

成費が３０００万円、これで月１，０００円の駐車場代というのは、 

割に合わないと思いますが、周りの相場を調べて事業計画を立てら  

れたと思いますが、採算合わなかったらやめればいいのに、駐車場  

が駄目であれば、最初で事業計画変更を申請しておけば、問題はな  

かったと思います。  

         

なぜ、登記がすんなり変更できたのか、登記が変更されている以  

上、どうしようもないのでしょうが、そのへんがおかしいと思いま

す。  

      雑種地からどのように変更登記されたのか説明をお願いします。 

 

議   長   様々な質疑が出ましたので、協議会に切り替えいたします。  

 

               （協議会）  

 

議   長   総会会に戻します。  

 

               （総  会）  

 

木下委員   農業委員会の方から助言を頂いて、始末書なり、経緯書をもう少  

し、団体と団体、行政書士が作成した文書ですから、実のあるもの

を作成していただいて、次期のときにもう一度、検討して、許可す

るということを前提にして、来月までに持ち越したらどうでしょう

か。  
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議   長   只今の意見に対してどうでしょうか。  

 

事務局    経緯書と始末書が提出されておりますが、時系列でまとめて欲し

いというご意見で、それを見て、次回の総会で判断したらどうかと  

いうご意見でしたので、今、別々ですが、申請者と申請代理人は連  

名で一枚紙にだしてもらった方が、皆さんにお伝えしやすいという  

気がします。  

 連名で、再度求め直して、次回の総会の方で判断したいと、農業  

委員会から依頼をしたいと思いますが、このような取り扱いでよろ  

しいということでしょうか。  

 

議   長   連名での文書でお願いするということでよろしいでしょうか。  

       

委員・推進委員        （なしの声あり ）  

 

議   長   報告３２号「農地形質変更届の専決処分について」、議案第１１

３号受理番号３番「農地転用事業計画変更申請（承継なし）の承認

について」、議案第１１４号「農地法第４条の規定による農地等の

転用許可申請承認について」受理番号１７番、議案第１１８号「農

地法第３条の規定による農地等の所有権移転・売許可申請承認につ

いて」受理番号１４４番、１４５番については、申請者等に対し、

改めて文書で回答を求め、再度、審議することし、保留扱いとした

いと思いますが、賛成の方の挙手を求めます。  

 

委員・推進委員       （挙  手）   

 

議   長   賛成全員であります。報告３２号「農地形質変更届の専決処分

について」、議案第１１３号受理番号３番「農地転用事業計画変更

申請（承継なし）の承認について」、議案第１１４号「農地法第４

条の規定による農地等の転用許可申請承認について」受理番号１７

番、議案第１１８号「農地法第３条の規定による農地等の所有権移

転・売許可申請承認について」受理番号１４４番、１４５番は保留

とし、申請者及び申請代理人へ農業委員会等に関する法律第３５条

第１項に基づき、改めて文書で回答を求め、再度、審議することと

決定しました。  

 

議   長  本件に関して、農業委員会としては、同じような事案が生じないよ

うにするため、農地法にのっとり、適正な手続きを踏まえ、許可申請

業務に取り組んでいただくことが必要であることから、本件の申請代
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理人に対して、会長名で注意及び再発防止について、口頭指導したい

と思いますが、ご異議ありませんか。  

 

委員・推進委員       （挙  手）   

 

議   長  賛成全員であります。本件の申請代理人へ口頭指導することといた

します。  

 

議  長   以上で本日の議案の審議は、全て終りました。  

次は、会次第７のその他に入ります。  

⑴  ３月の申請等現地調査及び総会の日程について事務局の説明を

お願いします。  

 

局長代理   続きまして、 ３月行事予定（案）について説明いたします。お手元

に配付しております行事予定（案）をご覧ください。  

まず、現地調査ですが、 １ １日 （月 ）が本土川内地域、 ８日 （金 ）が

本土４支所の予定です。調査員は記載のとおりです。  

また、議案提出状況により調査コース、時間等の調整を事務局で行

い連絡いたします。甑地域におかれましても、同様に調整をお願いし

ます。  

本庁班は、午前８時１０分までに農業委員会事務局にご集合くださ

い。  

支所班は、各支所で集合解散とし 、いずれも午前中までには終了

予定です。  

それから、下段に記載の３月総会は３月 ２ ６日 （火 ）午後１時から、

樋脇公民館を予定しています。  

裏面は３月から５月の行事予定を記載してあります。  

その他の行事は今後の予定等にお役立てください。  

 

議   長   ただ今、事務局の説明が終りましたが、この件について  

ご質問、ご意見等はございませんか。  

 

委員・推進委員        （なしの声あり）  

 

議   長   そのほかに、事務局から何かございませんか。  

 

事務局           （なしの声あり）  

 

議   長   それでは、全体的に何かございませんか。  
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委  員・推進委員      （なしの声あり）  

 

議   長   ないようですので、これをもちまして第１１回薩摩川内市農業

委員会総会を閉会いたします。  

 

局長代理  皆さん、ご起立下さい。一同礼。ご着席ください。  

       

 「閉  会」       【終了  １４：５０  】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


